














業的自立」を目指す教育である（花田ほか , 2011; 


























































1京都産業大学 経営学部、2 京都産業大学 全学共通教育センター


























































について検討している（新居ほか , 2006; 川瀬ほか , 





























































































































卒業年度を 2012 年度と 2013 年度に限定してい
るのは、この両年度に卒業した学生が2年次に『O/








均受講 2年次生数 3.3 人，2012 年度卒業生：1ク






























100 億円未満）」・「中堅企業①（5億円以上 10 億円
未満）」・「中堅企業②（1億円以上 5億円未満）」・






























































































































































































H4 ならびにH5 は、【PBL 受講】によって【志
望度】および【満足度】の平均値に差が出るかど
うかを、独立したサンプルの t 検定を用いて検証
















表 17． H4 に関する各群の度数・平均値・標準
偏差
㻜 㻝 ྜィ
ᗘᩘ 㻥㻡㻟 㻟㻣㻡㻞 㻠㻣㻜㻡
ᮇᚅᗘᩘ 㻥㻟㻣㻚㻟 㻟㻣㻢㻣㻚㻣 㻠㻣㻜㻡㻚㻜
ㄪᩚ῭䜏ṧᕪ 㻟㻚㻣 㻙㻟㻚㻣
ᗘᩘ 㻣 㻝㻜㻣 㻝㻝㻠
ᮇᚅᗘᩘ 㻞㻞㻚㻣 㻥㻝㻚㻟 㻝㻝㻠㻚㻜
ㄪᩚ῭䜏ṧᕪ 㻙㻟㻚㻣 㻟㻚㻣
ᗘᩘ 㻥㻢㻜 㻟㻤㻡㻥 㻠㻤㻝㻥







ᗘᩘ 㻣㻥㻟 㻟㻥㻝㻞 㻠㻣㻜㻡
ᮇᚅᗘᩘ 㻣㻣㻥㻚㻝 㻟㻥㻞㻡㻚㻥 㻠㻣㻜㻡㻚㻜
ㄪᩚ῭䜏ṧᕪ 㻟㻚㻡 㻙㻟㻚㻡
ᗘᩘ 㻡 㻝㻜㻥 㻝㻝㻠
ᮇᚅᗘᩘ 㻝㻤㻚㻥 㻥㻡㻚㻝 㻝㻝㻠㻚㻜
ㄪᩚ῭䜏ṧᕪ 㻙㻟㻚㻡 㻟㻚㻡
ᗘᩘ 㻣㻥㻤 㻠㻜㻞㻝 㻠㻤㻝㻥






䛆㻼㻮㻸ཷㅮ䛇 ᗘᩘ ᖹᆒ್ ᶆ‽೫ᕪ
㻝 㻝㻜㻣 㻝㻝㻝㻚㻞㻝 㻥㻢㻚㻣㻝㻝
㻜 㻟㻣㻡㻞 㻝㻟㻥㻚㻢㻢 㻝㻜㻥㻚㻢㻟㻥䛆ෆᐃ䝍䜲䝭䞁䜾䛇
㻝 㻞 㻟 㻠 㻡 㻢 ྜィ
ᗘᩘ 㻣㻠㻡 㻢㻤㻝 㻝㻠㻣 㻡㻟㻥 㻠㻠㻢 㻡㻣㻞 㻟㻝㻟㻜
ᮇᚅᗘᩘ 㻣㻠㻤㻚㻜 㻢㻤㻟㻚㻥 㻝㻠㻠㻚㻣 㻡㻟㻡㻚㻟 㻠㻠㻡㻚㻥 㻡㻣㻞㻚㻞 㻟㻝㻟㻜㻚㻜
ㄪᩚ῭䜏ṧᕪ 㻙㻚㻣 㻙㻚㻣 㻝㻚㻝 㻝㻚㻜 㻚㻜 㻚㻜
ᗘᩘ 㻞㻡 㻞㻟 㻞 㻝㻞 㻝㻟 㻝㻣 㻥㻞
ᮇᚅᗘᩘ 㻞㻞㻚㻜 㻞㻜㻚㻝 㻠㻚㻟 㻝㻡㻚㻣 㻝㻟㻚㻝 㻝㻢㻚㻤 㻥㻞㻚㻜
ㄪᩚ῭䜏ṧᕪ 㻚㻣 㻚㻣 㻙㻝㻚㻝 㻙㻝㻚㻜 㻚㻜 㻚㻜
ᗘᩘ 㻣㻣㻜 㻣㻜㻠 㻝㻠㻥 㻡㻡㻝 㻠㻡㻥 㻡㻤㻥 㻟㻞㻞㻞






㻝 㻞 㻟 㻠 ྜィ
ᗘᩘ 㻝㻟㻟㻠 㻠㻣㻤 㻥㻠㻤 㻟㻥㻠 㻟㻝㻡㻠
ᮇᚅᗘᩘ 㻝㻟㻟㻟㻚㻜 㻠㻤㻜㻚㻟 㻥㻠㻣㻚㻜 㻟㻥㻟㻚㻤 㻟㻝㻡㻠㻚㻜
ㄪᩚ῭䜏ṧᕪ 㻚㻞 㻙㻚㻣 㻚㻞 㻚㻝
ᗘᩘ 㻟㻣 㻝㻢 㻞㻢 㻝㻝 㻥㻜
ᮇᚅᗘᩘ 㻟㻤㻚㻜 㻝㻟㻚㻣 㻞㻣㻚㻜 㻝㻝㻚㻞 㻥㻜㻚㻜
ㄪᩚ῭䜏ṧᕪ 㻙㻚㻞 㻚㻣 㻙㻚㻞 㻙㻚㻝
ᗘᩘ 㻝㻟㻣㻝 㻠㻥㻠 㻥㻣㻠 㻠㻜㻡 㻟㻞㻠㻠






䛆㻼㻮㻸ཷㅮ䛇 ᗘᩘ ᖹᆒ್ ᶆ‽೫ᕪ
㻝 㻢㻠 㻠㻚㻣㻡 㻚㻡㻟㻡
㻜 㻝㻣㻡㻝 㻠㻚㻢㻡 㻚㻢㻠㻞䛆ᚿᮃᗘ䛇
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䛆㻼㻮㻸ཷㅮ䛇 ᗘᩘ ᖹᆒ್ ᶆ‽೫ᕪ
㻝 㻢㻠 㻥㻝㻚㻡㻜 㻝㻜㻚㻞㻜㻣
㻜 㻝㻣㻡㻝 㻤㻥㻚㻝㻟 㻝㻞㻚㻝㻢㻞䛆‶㊊ᗘ䛇



































































































































































究 . 高等教育フォーラム 2: pp.1-7
後藤文彦（2013）学びの過程に関わる力の向上群と低下
群との判別に関する研究―自我状態の透過性調整
力を媒介にして―. 高等教育フォーラム 3: pp.1-8
花田光世・宮地夕紀子・森谷一経・小山健太（2011）高等
教育機関におけるキャリア教育の諸問題 . Keio 






WACE世界大会 in Kyoto プレ大会　討論会報告
―. 高等教育フォーラム 5: pp.225-229
川瀬隆千・辻利則・竹野茂・田中宏明（2006）本学キャリ
ア教育プログラムが学生の自己効力感に及ぼす効















Forum of Higher Education Research  Vol. 5, 2015
－10－
生のキャリア意識変化の関連についての追跡研究I 
―自己効力感を中心に―. 聖泉論叢 19: pp.1-12
李艶・有山篤利（2011b）キャリア教育の取り組みと大学
生のキャリア意識変化の関連についての追跡研究











学 PBL科目を例として─ . 高等教育フォーラム 4: 
pp.37-44
中尾憲司・足立晋平・松尾智晶・木原麻子（2014）人事実



















学生の特性の変化 . 川崎医療短期大学紀要 26: 
pp.23-28
高階利徳（2014）キャリア教育・支援プログラムが大学生
の就職活動時の自己効力に与える影響 . 商大論集 
66（1）: pp.1-26
Tanaka, Y.（2012）Evaluating the Effects of Career-
oriented Education on Academic Performance 
and Employment Outcome ― A statistical 
analysis based on students’ data―. 高 等 教 育
フォーラム 2: pp.9-16
田中寧（2013）コーオプ教育の歴史と現状、および、日本






ウッズ , ドナルド R. （2007）PBL―判断能力を高める主
体的学習―. 医学書院
Relationship between the Experience of 
Project Based Learning and Job-Hunting
Yusuke IBUKI1, Asako KIHARA2
The goal of this study is to grab the relationship 
between the experience of project based learning and 
job-hunting statistically. To be concrete, we test the 
hypotheses on the difference of the success of job-
hunting, the timing of job-hunting being done, scale of 
the company, and the extent of the satisfaction of job-
hunting if students had an experience of “O/OCF-
PBL2” or not. Some hypotheses are supported: the 
success and the timing, but the others are rejected. 
Theoretical and practical implications are discussed.
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